
             第４学年 道徳科学習指導略案 

                              令和６年２月１４日（水）第５校時 

                                  ４年１組 児童数２０名 

                                   授業者  上田 美緒 

１ 主題名  信頼のきずなを深めるために【友情、信頼】B―（９） 

２ ねらい   料金不足を伝えることを決めたひろ子の思いについて考えることを通して、友を心か 

ら信頼しようとすることが真の友情であることに気付き、友達との信頼のきずなを大切 

にしようとする道徳的心情を育む。 

３ 教材名  絵葉書と切手（出典：あかつき教育図書） 

４ 学習指導過程 

 学習活動 主な発問と予想される児童の反応 指導上の留意点 

導
入 

１ アンケート結果から 

友達とはどんな存在と 

思っているかを知る。 

○アンケート結果を見て、どんなことを感じます 

か。 

・自分と違う考えがあって、いいなと思った。 

・友達にこんなふうに思ってもらいたい。 

○思ったことや感じた

ことを自由に話させる。 

展
開 

２ 教材の範読を聞く。 

・前半部分を読む。 

（１）絵葉書をもらった 

  ときのひろ子の気持 

ちを考える 

 

 

（２）迷っているひろ子 

の気持ちを考える。 

 

 

 

（３）自分がひろ子の立 

場だったらどうする 

か考える。 

 

 

・後半部分を読む。 

（４）料金不足だったこ 

とを書き足そうと決 

めたひろ子の気持ち 

を考える。 

○愛子さんから絵葉書をもらったひろ子はどんな 

気持ちだったでしょう。 

・私のことを覚えていてくれてうれしい。 

・元気でいてくれてよかった。 

・返事を書きたいな。  

 

 

○ひろ子は何を迷っているのでしょう。 

・教えたいけど、嫌われるかもしれない。 

・教えてあげないと、本当のことを知らないまま 

になってしまう。 

 

〇みんながひろ子の立場だったら、どうしますか。 

・他の友達にも同じことをしてしまったらいけな 

いから料金不足だったことを知らせる。 

・嫌われるかもしれないから、お礼だけを伝える。 

・今度会ったときに伝える。 

 

◎ひろ子が、「愛子さん、きっと分かってくれる」 

と思ったのはなぜでしょう。 

・親友だから分かってくれる。 

・ずっといっしょだったから。 

・はなれていても分かってくれる。。 

・信じているから。 

〇絵葉書を手に取り、本

資料をより身近に感じ

させるようにする。 

○一年生から仲良しだ

った二人の関係性を捉

え、もらったときの喜び

を共感させる。 

○兄と母の意見を整理

し、どちらも愛子を思っ

ていることに気付かせ

迷っているひろ子の思

いを捉えさせる。 

○ネームプレートを貼

らせ、理由と共に話させ

る。どの考えも共感的に

受け止め、多様な考えに

触れることで自分の考

えを深めさせる。 

〇愛子を信頼して伝え

ることを決めたひろ子

の心を考えさせる。 

〇アンケート結果をも

う一度ふり返り、友達に

ついて考える。 

終
末 

３「なかよしだから」を 

読み聞かせる。 

〇「絵葉書と切手」のお話と共通しているところ 

はどこかな。 

・友達を信頼しているところ。 

〇道徳的価値を深める

ことができるようにす

る。 

５ 準備物 絵葉書、場面絵、ネームプレート、色カード、資料「絵葉書と切手」 



６ 板書計画 

 


